３　前年度における教育の実施状況等（旧カリキュラム様式）
法第40条第２項第５号の規定による養成施設等
	科目
	指定規則上の時間数【a】
	学則上の時間数
【b】
	実授業時間数
【c】
	学則上の時間数との差
【b-a】
	面接授業の授業時間数

	
	人間の尊厳と自立
社会の理解Ⅰ
社会の理解Ⅱ
介護の基本Ⅰ
介護の基本Ⅱ
コミュニケーション技術
生活支援技術Ⅰ
生活支援技術Ⅱ
介護過程Ⅰ
介護課程Ⅱ
介護課程Ⅲ
発達と老化の理解Ⅰ
発達と老化の理解Ⅱ
認知症の理解Ⅰ
認知症の理解Ⅱ
障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ
こころとからだのしくみⅠ
こころとからだのしくみⅡ
医療的ケア（基本研修）
（演習）
（実地研修）
	時間
５
５
30
10
20
20
20
30
20
25
45
10
20
10
20
10
20
20
60
50
-
-
	時間

	
	時間

	時間


	合計
	450
	
	
	
	


（注）　１　修業年限が１年を超える場合には、各学年ごとに作成すること。　
　　　　２  修業年限が１年を超える場合には、「学則上の時間数」には、学年ごとに組まれた授業科目の時間数を記入すること。なお、当該学年で行われなかった授業科目の「学則上の時間数」、「実授業時間数」には、自習時間等を除いた時間数を記載すること。
　　　　３　「医療的ケア」のうち（演習）及び（実地研修）の「学則上の時間数」は、学則に時間数の規定がない場合、「－」を記入すること。
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